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除神 経された骨格筋(脱神経筋) で は ､ そ の神経筋接合部(神経終末) 領域を中心とし

て問質の単核細胞 が増加することが知られて いる｡ 従来､ この 間質細胞は筋組織自身

に由来す る細胞と考えられてきた o ところが , G F P 骨髄キメラマウス の坐骨神 経を部分

切 除して 下腿を除神経したところ ､ 除神経1 4 日目を中心として多数 の骨髄(循環 系)

由来細胞(b o n e m a r r o w - d e ri v ed c ells; B M - D C) が俳腹筋の 神経筋接合部領域の 問質

に集積した｡
この B M - D C は､ 増加 した問質細胞全体の 半数近くを占めて いた｡ 免疫

組織化学およびフ ロ
ー サイトメトリ ー

( fl u o r e s c e n c e
-

a c ti v at e d c ell s o rt e r; F A C S) による解

析の結果 ､ B M - D C が C D 4 5 および C D l lb 陽性すなわち マ クロ ファ
ー ジあるい は 単球

系 の細胞 であることが分か っ た｡ B rd U 染色の結果 ､ B M - D C の分裂能は 乏しい ことが

分か っ た｡ F A C S を用 いて B M - D C とホスト筋組織(および周辺 組織) に 由来する細胞

( m u s cl e tis s u e
-

r el at ed c ells; M T - R C) とを分離採取してそれぞれ Ril P C R 解析したとこ

ろ , B M - D C 自身は 1 型 コ ラ ー ゲンやテネイシ ン C とい っ た細胞外 マトリックス(E C M) を

発現 せず ､ 専ら T G F - β1を発現して いたo

一 方 ､ M T - R C はこれらの E C M を発 現して

い た｡ これらの ことから､ M T - R C は 実際に線維化を起こす細胞 を含み ､

一

方 B M - D C

はそ の M T - R C の機能を制御する細胞であると考えられ
_
る｡

B M - D C の移動 ､ 生者 ､ 増

殖 ､ 分化などを制御することで ､ 脱神経筋の 線維 化病変の 予防および 治療効果が 期

待できる｡




